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    本試験では育種選抜の効率化を目的として、吸光分析により多系統のケルセチン配糖体含量の
簡易評価に適した分析試料の前処理条件について検討した。
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A Convenient Comparative Method Using a Simple Pretreatment Process for Comparison of
Quercetin Glycoside Contents in Onions (Allium cepa).
Takato MURO, Yuji NOGUCHI, Masami MORISHITA and Daisaku OKAMOTO
Summary
    We investigated a pretreatment method of spectroscopic analysis of samples for convenient
evaluation of quercetin glycoside contents in onion varieties or breeding lines. We clarified
the pretreatment process and processing time, and we showed that the sample preparation
time and amount of reagent used can be reduced by approximately 90% and 95%,
respectively, compared to those in the previously reported analytical protocol. The
absorbance values, measured at 360 nm, of the extracts prepared by the procedure were
highly correlated with the values of HPLC analysis (r=0.93), indicating that the simple
evaluation method can be used for determining relative quercetin content of examined
varieties. In addition, the pretreatment procedure was easy to carry out and had a high
throughput. Thus, it was concluded that the simple evaluation method developed in this
study is suitable for screening breeding lines, and it is expected to aid in the development of
onion varieties with high quercetin glycoside contents.
前に戻る     目次に戻る
農業・食品産業技術総合研究機構 北海道農業研究センター
> ENGLISH
National Agricultural Research Center for Hokkaido Region





RESEARCH BULLETIN OF THE NATIONAL AGRICULTURAL RESEARCH CENTER FOR HOKKAIDO REGION




Soil water movement during periods of soil freezing and
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火山灰土畑における積雪・土壌凍結期間の
土壌水分移動









































































































































1970; GRAYと RANGER, 1986; 西尾ら, 1988）。下層
から凍結層への鉛直上向きの水分移動により，凍結
層内にアイスレンズが形成され，これによって凍上
が発生する（TABER, 1929; JUMIKIS,1956; BLACKと
HARADENBERG, 1991）。凍上によって作物の根が切れ
ることで小麦や牧草等の越冬作物が被害を受けるこ
とも指摘されている（MILLER, 1980; 土谷, 1985, 
HOHMANN, 1997）。また，低温も作物の被害を助長す




































































































の（AUGUSTIN 1941; POSTとDREIBILBIS 1942; TRIMBLE




























































































































































































































THORUDと UNCAN, 1972; 土谷, 1985; SHARRATTら, 





























福田(1981)1) 0.63 [5 cm] 3.5 1980/12/14 苫小牧（北海道）
Grayと Granger
(1986)2)
0.87 [80 cm] 100 [-] 1983/11/9 –84/2/9 Outlook（カナダ）
Stahliら(1999) 2) 0.75 [70 cm] 45 [15cm] 1995/12/1-06/1/10 Ultuna(スエーデン)
凍結層が無いときの底面からの融雪量
測定者 M(mm d-1) 積雪深(cm) 測定期間 測定場所
福富(1953) 5 70 1950年 1～2月 函館（北海道）
岸ら(1962)3) 1.5 - - 苫小牧（北海道）
藤岡ら(1963) 3) 0.9 - - 尾瀬沼（栃木）

































る（LINDSTROMら, 2002; BAYARDら, 2005）。しかし，
底面融雪量の定量的な評価のほとんどは，多雪地帯
である日本でおこなわれた（第１―１表）。福富（



































































































































































































































































































































































































































S, HIROTA T, and IWATA Y, Experimental study on 
sample size for laboratory calibration tests 
of commercial dielectric soil water sensors, 
投稿中）。このような測定上の違いはあるものの，
どちらのセンサーの出力値も土壌中の氷の量にはほ









雪温 (1, 4, 11, 21, …, 91 cm)
地温 (0, 2, 5, 10, 20, …, 100 cm)
気温 (190 cm)




























































計（木下ら, 1967; 土谷, 1985）も設置し，1週間
に2回程度の頻度で凍結深を測定した。
　上記の測定項目のうち，自動計測データはデータ



































































































































































































第２―５図 2001-2002年冬の観測結果。(a)圧力水頭, (b)深さ 50cmと 60cmの間の動水勾配, (c)体積含水率（液状水）,
(d)積雪深, (e)凍結深, (f)気温。動水勾配がプラスのときには測定深度の土壌水が鉛直下向きに移動したことを意味










































































































































































































































11月 12月 1月 2月 3月 4月
第２―７図 2002-03 年の冬に改良したテンシオメータで観測されたの圧力水頭と積雪
































































































































11月 12月 1月 2月 3月 4月























































































































































































ρwは水の密度を表す。csを837 J kg-1 K-1（広田ら, 
2001）とし，ρbは各土層から採取した未撹乱試料
（100cm3円筒）により測定した値を用いた（第３―
１表）。また，cwを0℃のときの値である4217 J kg-1 
K-1 とし，fwに各層の水分量の実測値を用い，ρwを














されるJOHANSENのモデル（JOHANSEN, 1977; FAROUKI, 





















に，λsは石英（λq ; 7.7 W m
-1 K-1）とそれ以外















Ap 0 – 25 931 2537
A 25 – 40 954 2537
1C 40 – 55 667 2776
2C1 55 – 70 1146 2710
2C2 70 – 80 1123 2816

































る。ciは0℃のときの氷の値である2117 J kg-1 K-1 
を用いた（Dorzey 1940）。ρsは12月上旬の密度で
























2.5 cm における熱フラックス，gfは凍結層下端における熱フラックス， Hsは地表面
























































































表層の熱伝導率は0.1～0.6 W m-1 s-1 であり（宮沢
と今野, 1976），モデルにより推定した値はこの範
囲内にあった（第３―３図）。さらに，計測期間中
の深さ95cmの水分量である0.42～0.46 m3 m-3 に対
する熱伝導率は0.36～0.39 W m-1 s-1 とモデルによ
り計算されたが，この値はKASUBUCHI（1975）が様々な
水分量の火山灰土壌の下層土をヒートプローブ法で















































































12月 1月 2月 ３月
12/17 1/4 3/22







と標準偏差は0.31±0.09 W m-1 K-1 となった。この
熱伝導率は，これまでに計測された雪の熱伝導率の



















































第３―３図 深さ2～5 cm の土層における改良JOHANSENモデルならびに地温の日変化データ
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　深さ5, 10, 20, ・・・, 100cmに埋設されたWCR
の出力値がそれぞれ深さ0 - 7.5, 7.5 -15, 15 - 














































2001-02 21 92 11月 27日－4月 2日 3月 29日 -6.5 17－11
2002-03 17 103 11月 15日－4月 8日 4月 8日 -6.5 9－6
2003-04 4 125 11月 27日－1月 20日 4月 7日 -5.8 0















第４―１図 2002-03年厳寒期（凍結年）における (a) 気温, (b) 積雪深, (c) 土壌凍結深, (d)
地温, (e) 土壌水分量（不凍水量）の推移。積雪深と凍結深は午前９時の測定値，それ
以外の値は日平均値である。地温の欠測値は計測機器のトラブルによる。線１は融雪















































£ 0.2 ³ 0.6 m3 m-30.50.40.3
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第４―２図 2004-05年厳寒期（非凍結年）における (a) 気温, (b) 積雪深, (c) 土壌凍結深,
(d) 地温, (e) 土壌水分量（不凍水量）の推移。積雪深と凍結深は午前９時の測定値，そ
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第４―３図 凍結年（2002-03 年冬期）と非凍結年（2004-05 年冬期）の 3 月１日から 4
月 15日における (a) 日平均気温, (b) 午前 9時の積雪水量, (c) 地温（日平均値）, (d) 深
さ 5 cm の液状水量（●は日平均，灰色の実線が時間平均値）, (e) 深さ 50 cm の圧力

































































































































































































深さ5cmの液状水量は融雪期前期に0.26 m3 m-3 から






























































































































第４―２表 各年の融雪期後期の期間と，それぞれの期間における深さ 65cm の圧力水
頭（ ）・動水勾配・土壌水分量の平均値と標準偏差，ならびに下方浸透量（– q0.65）・






































































































































































第４―４図 凍結年（2002-03年; 上図）と非凍結年（2004-05年; 下図）の融雪期後期に
おける融雪水量（ΣM）と深さ 65 cm の下方浸透量（－Σq65）の積算値，ならびに地


















































































2003年3月22日のCは2.2×106 J m-3 K-1 と計算され
た。凍結層に浸入した融雪水の温度を0℃と仮定す
ると，この値と水の融解潜熱（Lf = 333.6×106 J 
































































































































25cｍの土層の，深さ30, 40, 50, 60cmの水分量を





















































s = 0.613 m3 m-3
r = 0.442 m3 m-3





















































































































































































第５―３図 (a)ライシメータ法と(b)深さ 105 cm までの層に貯留された土壌水分の減少量
から推定された地表面蒸発量と，熱収支モデルにより推定した地表面蒸発量との比較。
図 a は 2002・2003 年のうち，積雪期間と降雨時を除く期間の積算値，図 b は無降雨
期 間における 10日間の平均値である（Hirotaら（2009）の図を一部変更）。図 bの
土壌水分量の減少から推定した蒸発量は，深さ 105 cm 以深からの水供給量は無視で
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第５―４図 深さ 0～20 cmの土層の水収支（ E – P + S0-20）ならびに深さ 20～65 cm
の土層の水収支（ q65 – S20-65）からそれぞれ計算した深さ 20 cm の水フラックスの
比較。白抜きの四角は土壌が乾燥したときのデータを用いて計算した鉛直上向きの水
フラックスを，黒丸は降雨時とその後 2 日間程度のデータを用いて計算した鉛直下向






















E – P + S0-20 (mm)
48 北海道農業研究センター研究報告第194号（2011）
第５―５図 2002年 7月 1日から 2007年 4月 30日の (a)積雪深, (b)積雪水量, (c)地温, (d)





































































































































































































第５―７図 凍結年の凍結層発達期（2002年 12月 1日～2003年 1月 7日）における
(a)日平均気温, (b)積雪深, (c)凍結深, (d)深さ 20 cm の水フラックス（q20）, (e)深さ
60・70 cm の圧力水頭, (f) 深さ 105 cm の水フラックス（q105）の推移（図の左側）。
暖候期の乾燥期（2003年 5月 9日～6月 15日）の(g)降水量, (h)蒸発量の積算値（Σ
E）, (i)深さ 20 cm の水フラックス（q20）, (j)深さ 60・70 cm の圧力水頭, (k) 深

























































































































































































































































































第５―８図 非凍結年の厳寒期（2004年 12月 1日～2005年 3月 2日）における(a) 日
平均気温, (b)積雪深, (c)土壌凍結深, (d)深さ 20 cm の水フラックス（q20）, (e)深さ
60・70 cm の圧力水頭, (f) 深さ 105 cm の水フラックス（q105）の推移（図の左側）。
暖候期の多雨期（2004年 8月 1日～10月 31日）における(g)降水量, (h) 深さ 20 cm






























































































































































[平均 (mm d-1)] [平均 (mm d-1)]
深さ 20cm 深さ 105cm
融雪期 融雪量 (mm)
2003年 3/29 – 4/8 * -159 [-14] -126 [-11] 122 [11]
2004年 3/11– 4/7 -225 [-8.0] -184 [-6.6] 256 [9.1]
2005年 3/16 – 4/12 -267 [-9.6] -231 [-8.2] 256 [9.2]
2006年 2/26 – 4/18 -300 [-5.8] -255 [-4.9] 294 [5.6]
2007年 3/19 – 4/18 -251 [-8.1] -198 [-6.4] 194 [6.3]
凍結層発達期 最大凍結深 (cm)
2002年 12/4 – 2003年 1/6 42.0 [1.2] -5.69 [-0.16] 20
2006年 12/2–2007年 1/31 ** 39.0 [0.97] -6.51 [-0.16] 19
非凍結年の厳寒期 最大積雪深 (cm)
2003年 12/3–2004年 3/10 -27.5 [-0.28] -36.1 [-0.36] 120
2004年 12/4–2005年 3/ 15 -61.8 [-0.61] -48.5 [-0.48] 110
2005年 11/28 – 2006年 2/25 -12.9 [-0.14] -15.9 [-0.17] 67
多雨期（1ヶ月間） P (mm) P –E (mm)
2002年 7/10 – 8/9 -88.0 [-2.8] -22.1 [-0.71] 234 [7.5] 152 [4.9]
2002年 9/6 – 10/5 -30.0[-1.0] -6.17 [-0.21] 228 [7.6] 152 [5.1]
2003年 7/30 – 8/29 -126 [-4.1] -82.1 [-2.6] 255 [8.2] 188 [6.1]
2006年 9/18 – 10/17 -113 [-3.8] -86.5 [-2.9] 232 [7.7] -***
乾燥期 E (mm) E – P (mm)
2003年 5/11 – 6/19 56.6 [1.4] -7.60 [-0.19] 105 [2.6] 81.9 [2.0]
2004年 7/29 – 8/19 41.2 [1.9] 4.13 [0.19] 71.9 [3.3] 60.9 [2.8]
2005年 8/1 – 8/20 28.7 [1.4] -13.9 [-0.69] 54.0 [2.7] 42.0 [2.1]
年積算値 (mm) (mm) P (mm)
2002年 7/1 – 2003年 4/30 -490 -448 897
2003年 5/1 – 2004年 4/30 -468 -481 883
2004年 5/1 – 2005年 4/30 -548 -589 858
2005年 5/1 – 2006年 4/30 -479 -498 837
2006年 5/1 – 2007年 4/30 -476 -500 965
* 圧力水頭の欠測により，3月 24 – 28日の水フラックスが計算できなかったため，同期
間の水フラックスと融雪量を積算値の計算からはずした。





















































































































































































































































土層 A 1C 2C 3C 4C
深さ (除雪区; cm) 0 – 38 38 - 61 61 - 79 79 - 105 105 +
深さ (対照区; cm) 0 - 39 39 - 59 59 - 88 88 - 100 100 +
土性 L - CL SiL CL SCL C
乾燥密度 (Mg m-3) 0.82 0.66 0.84 1.04 1.03
間隙率 (m3 m-3) 0.69 0.78 0.71 0.65 0.63




































































































































































































































































SU: 最大凍結深から深さ 95 cm まで
の土層における水分貯留量の増加.































































































第６―４図 観測期間（2005年 11月～2006年 4月）の除雪区（左側）と対照区（右側）に
おける(a)降水量, (b)気温, (c)積雪深, (d)積雪水量, (e)地温, (f)土壌水分量（液状水量）。線
1から線1-1の間の期間で除雪区において除雪処理をおこなった。目標とする深さ40cmよ
りも土壌凍結深を増加させないために，線 1-1と 1-2の時点で除雪区に人工的に雪を積
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63火山灰土畑における積雪・土壌凍結期間の土壌水分移動
第６―５図 観測期間（2005年 11月～2006年 4月）の除雪区（左側）と対照区（右側）に
おける(a)気温, (b)積雪深, (c)積雪水量, (d)地温, (e)圧力水頭, (f)動水勾配（圧力水頭と動
水勾配以外は図６－４と同じ）。線 1から線 1-1の間の期間で除雪区において除雪処理






















































































































































































































第６―７図 除雪処理を開始してから凍結層が融解を開始する直前までの深さ 40 cm にお
ける水フラックスの積算値。(a)除雪区で除雪処理をおこなった期間（このときの対照
区の積雪深は 30 cm 以上）。(b)除雪区に人工的に雪を積んだことで除雪区・対照区と

























































































































は-30 MJ m-2（すなわち，30 MJ m-2 が大気から土
壌に供給された），凍結層の地温上昇に使われた熱
量（ΔHf）は3.2 MJ m-2，0℃以上の水の浸透によ





の期間については，Gfが3.6 MJ m-2，Gsが-2.2 MJ 








第６―９図 除雪区における融雪期のはじめ（3 月 10 日）から凍結層が融解するまで（4
月28日）の融雪水量＋降雨量（ΣM; □印）と土壌への浸透量（ΔSF –ΣIm +ΔS –Σq95;
●印）。消雪日（4月17日）以降については，消雪日のΣM に降水量の積算値を加え，
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深さ 35 cm 
深さ 40 cm 
第６―11図 対照区における融雪期のはじめ（3月 10日）から凍結層が融解するまで（4
月 28日）の融雪水量＋降雨量（ M; □印）と土壌への浸透量（ SF – I m + S – q95;
●印）。消雪日（4月 17日）以降については，消雪日の Mに降水量の積算値を加え，
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第６―12図 除雪区における 2月 25日以降の(a)地温プロファイル（日平均値）, (b)深さ
10～35cmの地温の平均値 , (c)深さ 40 cm の水フラックス（5日間の平均値）。2/26～


































































































































































40 cmにおける鉛直下向きの水フラックスは3mm d-1 
以上になり，4月12日以降には同深さの鉛直下向き














































































第６―13図 2月 25日（凍結層が融解を開始する前日）から 4月 28日（凍結層が完全に
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第７―２図 試験圃場における（a）積雪深，（b）土壌凍結深，（c）深さ 5 cmと（d）深さ










































































































































































凍結深 (cm) 融雪期間 融雪水量 (mm)
除雪区 43 3/10～3/21 1112005-06
年 対照区 11 3/10～3/21 90
除雪区 52 3/16～3/24 492006-07
年 対照区 27 3/17～4/6 143
除雪区 51 2/29～3/5 92007-08






























第７―３図 土壌凍結層が形成される直前の深さ 0～40 cm の土層の飽和度と融雪期にお























































第７―４図 融雪水量と融雪期における深さ 50 cm の下方浸透量の関係。図中の補正後の

















第７―５図 融雪期直前の土壌凍結深と融雪期における深さ 50 cm の浸透割合の関係。




































第７―２表 各時期の各深さにおける日平均地温と融雪期における深さ 50 cm の浸透
割合を一次回帰直線で近似したときの相関係数。
深さ 寒候期の最低地温 融雪期直前の地温
2 cm 0.94 0.63
5 cm 0.95 0.64
10 cm 0.86 0.66
15 cm 0.77 0.77
20 cm 0.80 0.86
30 cm 0.80 0.90
第７―７図 深さ 5 cm における寒候期の日平均地温の最低値と融雪期における深さ 50
cm の浸透割合の関係。
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C  ：体積熱容量（J m-3 K-1）
Cj ：各土層の体積熱容量（J m-3 K-1）
Cs ：積雪層の体積熱容量（J m-3 K-1）
ci  ：氷の比熱（J kg-1 K-1）
cp  ：空気の定圧比熱（J kg-1 K-1）
cs  ：土粒子の比熱（J kg-1 K-1）


















E  ：一日毎の蒸発量（mm d-1）
fi  ：単位体積に占める氷の割合（m3 m-3）




gf  ：凍結層下端における熱フラックス（W m-2）
gs  ：積雪層内の熱フラックス（W m-2）
g95 ：深さ95cmの熱フラックス（W m-2）






k  ：不飽和透水係数（cm s-1）
k(θz) ：体積含水率の関数として表される深さz 
cm における不飽和透水係数（cm s-1）





Lf  ：水の融解潜熱（J m-3）
M  ：一日毎の融雪水量（mm d-1）
MF  ：凍結層中の氷の融解速度（m s-1）
n  ：間隙率（m3 m-3）
P  ：一日毎の降水量（mm d-1）
Qa  ：融雪水の浸透により凍結層に供給された熱
量（J m-2）
































ψz ：深さz cm の圧力水頭（cm）
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   Climate change over recent decades is thought to be 
responsible for the observed decrease in the depth of 
soil frost in Hokkaido, Japan. Specificaly, in an 
experimental field of the National Agricultural Research 
Center for Hokkaido Region (NARCH) in the Tokachi 
district (42°53' N, 143°04'E) of Hokkaido, the 
annual maximum frost depth of the seasonal soil frost 
has decreased from > 0.4 m to 0.5-0.2 m over the last 
20 years. A frozen soil layer generaly increases the 
amount of runof from snowmelt by decreasing soil 
permeability and impeding infiltration. This increase in 
the amount of runof results in increased soil erosion, 
reduced soil moisture recharge and deep percolation, 
and an increase in the magnitude of the spring freshet. 
However, the recent decrease in soil frost depth is 
expected to increase snowmelt infltration, which wil in 
turn afect many of the aforementioned processes. 
Moreover, the development of soil frost causes a 
marked reduction in the soil matric potential at the 
freezing front, inducing a large potential gradient 
between the freezing front and the deeper soil layers. 
Development of this gradient results in the movement 
of water from the deeper soil to the freezing front, 
significantly influencing frost heaving and nutrient 
transport. Since the magnitude of this upward soil 
water movement may have decreased in response to 
the formation of a shalower frost depth, the upward 
flux of soil water during the cold winter is expected to 
decrease with the observed decrease in frost depth. 
Numerous field observations have been conducted in 
cold regions with deep frost depths (> 0.5 m), and 
infiltration tests using ring infiltration meters or 
numerical simulations based on field observation data 
have revealed that toal soil water content (ice + liquid 
water) in the frozen layer is a dominant factor afecting 
the infiltration of snowmelt. However, relatively few 
studies have examined soil water movement (including 
snowmelt infiltration) in areas with relatively shalow 
frozen layers, such as in the agricultural fields of the 
Tokachi region.
   To reveal recent soil water movements during the 
winter in Tokachi, we developed and instaled a novel 
and comprehensive water and heat transfer monitoring 
system in the NARCH experimental field. The 
measurement components of this sytem were: (1) 
electromagnetic devices for producing a profile of the 
soil water content using either water content 
reflectometers or time domain reflectometry, (2) a 
specialy designed tensiometer to characterize the 
matric potential head at the unfrozen layer below the 
frozen layer, (3) a copper-constantan thermocouple to 
determine soil and snow temperature profiles, (4) a 
frost tube for soil frost depth, (5) a heat flux plate for 
heat flux at the soil surface, (6) a smal weighing 
lysimeter for evaporation, (7) an ultrasonic snow-depth 
gauge for the thickness of snow cover, (8) a snow 
survey tube for snow water equivalent, (9) a rain gauge 
with heated water reservoir for precipitation, (10) a 
resistive platinum sensor with forced ventilated shield 
for air temperature, (11) a ventilated hygrometer for air 
humidity, (12) a four-component radiometer for short 
and long wave radiation, and (13) an anemometer for 
wind speed.
   From November 2001 to April 2007, there were 
Soil water movement during periods of soil freezing and snowmelt
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three winters with maximum frost depths of 
approximately 0.2 m (frozen winter). In contrast, soil 
generaly remained unfrozen during the other three 
winters (unfrozen winter). During frozen winters, a 
substantial quantity of water (ca. 40 m) was drawn 
from deeper layers into the 0-.2 m topsoil layer when 
this froze, resulting in a drying of the subsoil (below a 
depth of 0.2 m); this drying is not unlike that which 
arises due to low rainfall combined with high 
evaporation from the soil surface. Under such 
conditions, the progression and regression of the 
freezing front, both of which are regulated by the 
thickness of snow cover and air temperature, afected 
the magnitude of soil water flux below the frozen layer. 
During unfrozen winters, soil water content was 
constant to a depth of 1.0 m due to a continuous 
supply of water from the bottom of the snow cover to 
the frozen layer. While the magnitude of the water flux 
was smal, it was sutained for almost three months, 
which resulted in 13-62 m of water infiltrating to a 
depth of 0.2 m before the spring snowmelt. During the 
period of snowmelt at the end of each winter, most of 
the snowmelt was observed to infiltrate into the 
ground. In frozen winters, the frozen layer had a 
thickness of 0.6-0.17 m at the soil surface during the 
snowmelt period, which implies that the thin frozen soil 
layer di not impede snowmelt infiltration. During the 
period of snowmelt, the extensive infiltration of 
snowmelt water (122-294 m) resulted in the soil 
water content above 1.0 m reaching its highest levels 
over the duration of the study. The accumulated soil 
water fluxes at 0.2 and 1.0 m during the snowmelt 
period were 159-300 m and 126-255 m, which 
represented 32-63% and 28-51% of the toal annual soil 
water fluxes at these depths, respectively. Taken 
together, these findings indicate that snowmelt 
infiltration is an important source of groundwater 
recharge in this region.
   In the exprimental field, the heat-insulating effct of 
snow cover played an important role in regulating the 
penetration of the freezing front. To evaluate the efct 
of snow cover on the land-atmosphere energy 
exchange, field data from the winter of December 2002 
to March 2003 were analyzed. During this time, the 
soil froze to a depth of 0.2 m in early December while 
the snow cover was relatively thin (0.3 m). The soil 
started thawing from the bottom of the frozen layer 
after the snow cover reached a thickness of 0.7 m on 
January 4. This thawing was induced by a dramatic 
reduction in the heat flux from the soil surface to the 
snow, while the upward flux from the deep soil zone (> 
1 m) provided a steady supply of heat. The magnitude 
of the heat flux in the deep soil zone is normaly 
considerably less than the flux in the near-surface soil 
which is exposed to marked variations in air 
temperature. However, when the soil surface was 
insulated by snow, the magnitude of the near-surface 
heat flux decreased and became comparable to that in 
the deeper soil zone, indicating that the efect of the 
latter on thawing increased as the thickness of the 
insulation (i.e., snow cover) increased.
   Statistical analysis of soil frost depths and 
meteorological parameters colected at the study site 
over the previous 20 years suggested that the decrease 
in frost depth was caused by snow cover developing 
relatively earlier in recent years. Consequently, it may 
be possible to simulate the dynamics in soil frost depth 
of previous years at the Tokachi site by physicaly 
removing snow from the ground in early and mid winter. 
Based on this idea, a paired-plot experiment was 
conducted at a study site located approximately 100 m 
from the abovementioned field. Two study plots were 
prepared and measurement sytems similar to the one 
described above were instaled at both plots. To 
simulate the frost depth conditions of previous years, 
the snow covering one of the plots (treatment plot) was 
removed in early and mid winter, while the snow on the 
other plot (control plot) was left undisturbed for the 
duration of the winter. The study was conducted from 
November 2005 to April 2008.
   During the winter of 2005-2006, the soil of the 
treatment plot froze to a maximum depth of 0.43 m, 
which was comparable to the average maximum soil 
frost depth observed in previous years at the research 
station (from 1986 to 1996); conversely, the soil in the 
control plot only froze to a depth of 0.11 m. During the 
period of freezing, the magnitude of the upward soil 
water flux towards the freezing front (the upward soil 
101Soil water movement during periods of soil freezing and snowmelt in an agricultural field on volcanic ash soil
water flux at a depth of 0.4 m) in the treatment plot 
was more than twice that in the control plot. During 
the snowmelt period, the infiltration of snowmelt water 
was unimpeded by the thin frozen layer in the control 
plot, whereas the relatively thick frozen layer in the 
treatment plot impeded the infiltration of water and 
generated 63 m of runof. These results clearly show 
that the changes in the timing and thickness of snow 
cover deposition can cause a dramatic reduction in 
frost depth and marked changes in soil water dynamics.
   To more accurately elucidate the main factors 
afecting snowmelt infiltration to the deep soil layers, 
the relationships between the amount of snowmelt 
infiltration and soil frost condition (frost depth, soil 
temperature, and soil water content) were examined. 
From November 2005 to April 2008, field data for the 
aforementioned parameters were colected for three 
winters when soil frost depths ranged between 0.1 and 
0.5 m at the paired-plot site. At a depth of 0.5 m, the 
amount of downward soil water flux during the 
snowmelt period was calculated based on the soil water 
content of the soil layer between 0.5 and 0.95 m and 
the soil water flux at a depth of 0.95 m. The infltration 
ratio was then calculated by dividing the amount of 
downward flux into the amount of snowmelt water that 
had infiltrated to depths below 0.5 m. Although the 
infiltration ratio was strongly correlated with frost 
depth, there were no clear relationships between the 
infiltration ratio and other parameters (i.e., soil 
temperatures or soil water contents during the 
snowmelt period). Thus, frost depth was considered to 
be a very important factor for estimating the magnitude 
of snowmelt infiltration when the frost depth was 
relatively shallow (between 0 and 0.5 m).
  These reults cearly show the dramatic changes in 
soil water movement that have arisen over the last 20 
years due to a decrease in frost depth, which itself can 
probably be attributed to global warming. Based on 
these findings, the relationship between soil frost depth 
and the extent of snowmelt infltration are likely to play 
an increasingly important role in water resource 
management in the Tokachi region, as these factors 
provide important information regarding the changes in 
spring runof and the infiltration regime. In addition, 
since nitric acid readily dissolves in water, our results 
also provide insights into the movement of dissolved 
mass components during the winter and early spring, 
which may be useful for determining fertilizer 
requirements for crop production, or for estimating the 
groundwater quality under an agricultural field.
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A Convenient Comparative Method Using a Simple Pretreatment






Estimation of Cool Weather Tolerance of Rice at the the Booting






The effect of introduction of a newly developed seeding machine on
paddy farm management




松葉 修一・黒木 慎・斎藤 浩二・横上 晴
郁・清水 博之
Summary
Effect of introgression of a QTL (qFLT-6) gene for cold tolerance at
the booting stage derived from a Nepalese rice cultivar, “Pakhe
Dhan” to “Hoshinoyume”
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Development of DNA markers of red clover(Trifolium pratense L.)and




眞岡 哲夫・早野 由里子・河辺 邦正・福
本 文良・柏崎 哲・岩崎 眞人
Summary
Virus Resistance in Transgenic Tomato Expressing
Satellite RNA of Cucumber mosaic virus 
3:Mutation Analysis of Satellite RNA through Translation
and Transmission
Tetsuo MAOKA,Yuriko HAYANO ,Kunimasa
KAWABE ,Fumiyoshi FUKUMOTO,Satoshi
KASHIWAZAKI ,and Mabito IWASAKI
スプラウト（発芽野菜）に適するだったんそば品種「北海T9号」、「北海T10号」
の育成
鈴木 達郎・木村 正義・川勝 正夫・中司
啓司・金 善州・六笠 裕治・横田 聡・山
内 宏昭・瀧川 重信・野田 高弘・橋本 直
人・遠藤 千絵
Summary
“Hokkai T9”and“Hokkai T10”:new tartary buckwheat varieties for
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寒地適応型飼料用トウモロコシ育種におけるＤＮＡマーカーの利用に関する研究 榎 宏征




Summary Breeding of a flint maize inbred line,“Ho87”,and its characteristics








Summary Breeding of a flint maize inbred line,“To85”,and its characteristics
Keiichi KOINUMA, Kazuyoshi MIKI,
Hiroyuki ENOKI, Hisashi SATO, Shigeyuki
SENDO, Toshiyaasu HASEGAWA,Eihide M
ONMA, Yasuhiro TAKAMIYA, Tomoaki





Summary Breeding of a dent maize inbred line,“Ho68”,and its characteristics
Keiichi KOINUMA, Yasuo MIURA, Hisashi
SATO, Kazuyoshi MIKI, Hiroyuki ENOKI,
Isao SHIGEMORI, and Yasuhiro
TAKAMIYA
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Breeding of an early maturing silage maize cultivar, “Papirika”,
with high yielding ability and high ear content
Keiichi KOINUMA, Yasuo MIURA,
Kazuyoshi MIKI, Hiroyuki ENOKI,
Hisashi SATO, Narichika SATO, Masaaki
YAMAKAWA, Tsukasa MAKINO , Taku






Breeding of a silage maize cultivar,“Kitachikara”, with high stover
yield and lodging resistance
Keiichi KOINUMA, Yasuo MIURA,






“Oborozuki”, A New Rice Cultivar with Low Amylose Content and
Superior Eating Quality
Ikuo ANDO, Hitoshi ARAKI, Hiroyuki
SHIMIZU, Makoto KUROKI , Kiyoyuki
MIURA, Kuniaki NAGANO  and Kazuo
KONNO
乳牛における生涯生産性の選抜指標に関する研究 西浦明子
Summary Studies on indicator variable for herd life of dairy cows Akiko NISHIURA
お問い合わせはこちらまで TEL/011-857-9260 FAX/ 011-859-2178
> ENGLISH
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小麦新品種「キタノカオリ」の育成
田引 正，高田 兼則，西尾 善太
桑原 達雄，尾関 幸男，田端 聖司
入来 規雄，山内 宏昭，一ノ瀬靖則
Summary “Kitanokaori” : A New Winter Wheat Variety
Tadashi TABIKI, Kanenori TAKATA,
Zenta NISHIO, Tatsuo KUWABARA,




眞田 康治，高井 智之，中山 貞夫
山田 敏彦，水野 和彦，大同 久明
田村 健一
Summary Breeding of Orchardgrass “Harunemidori” and its Characteristics
Yasuharu SANADA, Tomoyuki TAKAI,
Sadao NAKAYAMA, Toshihiko YAMADA,




Study on the development of intensive grazing systems utilizing
timothy pasture for raising cattle
Tetsuya IKEDA
> ENGLISH
National Agricultural Research Center for Hokkaido Region




























Breeding Process and Characteristics of New Allium Varieties''Allium
Sapporo No. 1'' and ''Allium Sapporo No. 2'' with Blue Flowers and
Sweet Fragrance
Koichi SHINODA and Naho MURATA
エレムルスの開花・増殖特性の解明 篠田浩一・村田奈芳
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Identification of low-molecular-weight glutenin
components of wheat associated with strong dough
property and their application to a breeding program
Wakako Maruyama - Funatsuki
アルファルファの新品種「ハルワカバ」の育成とその特性
廣井清貞 ・ 我有 満 ・ 磯部祥子
山口秀和 ・ 内山和宏 ・ 澤井 晃
Summary











Breeding Strategies to Control on Occurrence of













Evaluation of agronomic traits and environmental
biosafety of
a transgenic tomato plant expressing satellite RNA of
Cucumber mosaic virus



















Effects of High Potassium Intake from Alfalfa Silage on











Change of Agricultural Structure and Future Trend
Prediction in The Hokkaido Core Paddy Field Zone -







Establishment of an Intensive Grazing System for










Breeding of a silage maize cultivar, "Ohzora", with
high yielding ability and lodging resistance
Keiichi KOINUMA, Yasuo





長谷川春夫 榎 宏征・重盛 勲・
門馬栄秀・高宮泰宏・岡部 俊
Summary
Breeding of a flint maize inbred line "Ho49" and its
Characteristics
Keiichi KOINUMA, Yasuo












Breeding of a dent maize inbred line, "Ho57" and its
Characteristics
Keiichi KOINUMA, Yasuo
MIURA, Hisashi SATO, Haruo
HASEGAWA, Hiroyuki ENOKI,







Trend forecasting for the number of Hokkaido dairy
farming by farm scale class
Hiroki UKAWA, Takao









Arbuscular Mycorrhizal Associations and Interactions









Changes in Microbial Biomass and Nitrogen
Mineralization Rate in Soil Incorporated Wheat
Residue with Cow Slurry after Harvesting Wheat
Rikiya NIRA
アルファルファの生育におよぼす牛ふん尿スラリー散布の影響
新良 力也・糸川 信弘・池田 哲
也





久米 新一・野中 和久・大下 友
子
Summary
Effect of roughage on methane production and





野中 和久・久米 新一・大下 友
子
Summary
Effect of maceration on digestibility and energy












Breeding of Red Clover  'Natsuyu' and its
Characteristics




















TAKAI,  Hiroshi ARAKI, Koichi








Virus resistance in trancgenic tomato expressing
satellite RNA of Cucumber mosaic virus 1 : Genetical
aspects and virus resistance
Kunimasa KAWABE, Mabito
IWASAKI, Yuriko HAYANO-






Breeding of sugar beet cultivars with high quality
















Improvement about Nitrogen flow of Upland and










Studies on stable method for making of low-moisture








Breeding of Orchardgrass ‘Toyomidori’ and its
Characteristics
Sadao NAKAYAMA ,Yasumichi
TERADA ,Hisaaki DAIDO ,Sadao
HOJITO,Shin-ichi SUGITA,
Hiroshi ARAKI ,Koichi ITO ,Jiro
ABE,Suguru SAIGA ,Tsutomu


























Coding strategy of rice stripe virus and genetic






Development of method for estimating the
components of upland soil productivivies with accracy
and minuteness using Landsat TM data and
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Structural Changes of Dairy Production and




Introduction Condition of Controlled Grazing in Dairy
















A New Rice Cultivar with Low Amylose Content
“Hanabusa”










A New Rice Cultivar , “Hatsushizuku”, for Sake
Brewing
Hitoshi ARAKI, Kazuo KONNO,
Kiyoyuki MIURA, Kuniaki
NAGANO, Kunio HAMAMURA,











101号 p. 51-121 (1972-3)
永年牧草地の特性と管理 第7報
北海道農業試験場研究報告
101号 p. 123-136 (1972-3)
インゲン菌核病菌子のう胞子の飛散 第1報
北海道農業試験場研究報告
101号 p. 137-151 (1972-3)
豚脂の性状と飼料条件との関係に関する解析的研究
北海道農業試験場研究報告
102号 p. 1-59 (1972-7)
インゲン菌核病菌子のう胞子の飛散 第2報
北海道農業試験場研究報告
102号 p. 61-68 (1972-7)
インゲン菌核病菌子のう胞子の飛散 第3報
北海道農業試験場研究報告












102号 p. 105-115 (1972-7)
放牧期間の延長 第3報
北海道農業試験場研究報告









103号 p. 1-22 (1972-11)
肉用牛の放牧と草地の管理 第2報
北海道農業試験場研究報告
103号 p. 23-30 (1972-11)
肉用牛の放牧と草地の管理 第3報
北海道農業試験場研究報告








103号 p. 57-68 (1972-11)
粒状除草剤用の散粒機の試作と性能試験
北海道農業試験場研究報告
103号 p. 69-75 (1972-11)
積雪寒冷地帯の永年放牧地に関する生態学的研究
北海道農業試験場研究報告




104号 p. 1-18 (1973-3)
放牧期間の延長 第4報
北海道農業試験場研究報告
104号 p. 19-32 (1973-3)
放牧草地の施肥管理と家畜の行動 第1報
北海道農業試験場研究報告
104号 p. 33-42 (1973-3)
草地における放牧牛のわらび採食 第2報
北海道農業試験場研究報告
104号 p. 43-64 (1973-3)
北海道農業試験場研究報告
草地における放牧牛のわらび採食 第3報




104号 p. 83-107 (1973-3)
リモートセンシングによる草地植生の判読 第2報
北海道農業試験場研究報告
















105号 p. 9-22 (1973-3)
フキの天ぐ巣病について
北海道農業試験場研究報告




105号 p. 31-49 (1973-3)
放牧草地の生態学的管理の研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
105号 p. 51-60 (1973-3)
放牧草地の生態学的管理の研究 第2報
北海道農業試験場研究報告
105号 p. 61-73 (1973-3)
Off-road Locomotionの走行性について 第1報
北海道農業試験場研究報告
105号 p. 75-91 (1973-3)
フォレージ・ハーベスタの利用に関する研究
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 1-18 (1973-12)
草地の融雪促進に関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 19-36 (1973-12)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 37-53 (1973-12)
北海道における肉用牛の屋外周年飼育 第1報
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 55-67 (1973-12)
放牧期間の延長 第5報
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 69-77 (1973-12)
放牧強度が草地生産と育成牛の発育に与える影響
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 79-107 (1973-12)
牧草に対する秋施肥に関する研究
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 109-123 (1973-12)
えんばくの散播栽培に関する研究
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 125-135 (1973-12)
ジャガイモ萎黄病タイプⅢの塊茎伝染について
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 1-7 (1974-3)
ニンジン萎黄病の研究
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 9-16 (1974-3)
放牧草地の施肥管理と家畜の行動 第2報
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 17-25 (1974-3)
草地における放牧牛のワラビ採食 第4報
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 27-34 (1974-3)
肉用牛の放牧と草地の管理 第4報
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 35-43 (1974-3)
晩秋用放牧草地の栄養価と育成牛の発育
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 45-62 (1974-3)
牧草地に対する秋施肥に関する研究 第2報
北海道農業試験場研究報告




107号 p. 73-78 (1974-3)
北海道農業試験場彙報文献記事索引
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 79-143 (1974-3)
ばれいしょ塊茎の疫病抵抗性品種育成方法について
北海道農業試験場研究報告
108号 p. 1-17 (1974-3)
大豆の子実生産に関する解析的研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
108号 p. 19-31 (1974-3)
大豆の子実生産に関する解析的研究 第2報
北海道農業試験場研究報告








108号 p. 55-63 (1974-3)
永年放牧草地の特徴と管理 第8報
北海道農業試験場研究報告
108号 p. 65-74 (1974-3)
牧草育成牛のサマースランプの要因について
北海道農業試験場研究報告




















109号 p. 19-26 (1974-12)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第2報
北海道農業試験場研究報告
109号 p. 27-47 (1974-12)
北海道における肉用牛の屋外周年飼育 第2報
北海道農業試験場研究報告
109号 p. 49-59 (1974-12)
リモートセンシングによる草地植生の判読 第3報
北海道農業試験場研究報告
109号 p. 61-71 (1974-12)
リモートセンシングによる草地植生の判読 第4報
北海道農業試験場研究報告




109号 p. 87-96 (1974-12)
イチゴのウイルス病に関する研究
北海道農業試験場研究報告
109号 p. 97-105 (1974-12)
パセリ萎黄病及びセルリー黄化症状について
北海道農業試験場研究報告












110号 p. 1-24 (1975-1)
てん菜の葉根収量に及ぼす雑草の影響
北海道農業試験場研究報告
110号 p. 25-34 (1975-1)
粗飼料の品質査定に関する研究 第2報
北海道農業試験場研究報告




110号 p. 45-58 (1975-1)
哺乳子牛の放牧と離乳 第1報
北海道農業試験場研究報告








110号 p. 81-95 (1975-1)
とうもろこし新品種「ホクユウ」について
北海道農業試験場研究報告




111号 p. 1-10 (1975-7)
タマネギの種子重及び発芽速度
北海道農業試験場研究報告








111号 p. 37-78 (1975-7)
粗飼料の品質査定に関する研究 第3報
北海道農業試験場研究報告
















111号 p. 119-124 (1975-7)
放牧草地の生態学的管理の研究 第3報
北海道農業試験場研究報告
111号 p. 125-142 (1975-7)
アカクローバ茎割病抵抗性に関する研究
北海道農業試験場研究報告





112号 p. 1-74 (1975-10)
畑作物の裁植条件の不均一性に関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
112号 p. 75-99 (1975-10)
哺乳雄子牛の放牧と離乳 第2報
北海道農業試験場研究報告
112号 p. 101-110 (1975-10)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第3報
北海道農業試験場研究報告
112号 p. 111-137 (1975-10)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第4報
北海道農業試験場研究報告












113号 p. 1-43 (1976-3)
北海道農業試験場研究報告
はっか新品種「わせなみ」の育成
113号 p. 45-66 (1976-3)
粗飼料の品質査定に関する研究 第4報
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 67-78 (1976-3)
シロモンヤガの産卵と食草選択
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 79-85 (1976-3)
シロモンヤガの越冬生態
北海道農業試験場研究報告




113号 p. 95-107 (1976-3)
草地の融雪促進に関する研究 第2報
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 109-125 (1976-3)
ばれいしょのファイトアレキシンの抽出法について
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 127-136 (1976-3)
放牧期間の延長 第6報
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 137-150 (1976-3)
放牧草地の施肥管理と採食行動 第3報
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 151-157 (1976-3)
ホールクロップ飼料の開発に関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告




113号 p. 189-206 (1976-3)
えん麦新品種「モイワ」について
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 207-222 (1976-3)
大豆の収量とその関連形質に及ぼす窒素栄養の意義
北海道農業試験場研究報告








114号 p. 119-138 (1976-3)
草地利用についての土地アセスメント 第1報
北海道農業試験場研究報告
114号 p. 139-154 (1976-3)
リモートセンシングによる草地植生の判読 第5報
北海道農業試験場研究報告
















115号 p. 1-111 (1976-11)
大豆の子実生産に関する解析的研究 第3報
北海道農業試験場研究報告
115号 p. 113ー121 (1976-11)
てん菜そう根病の発病生態とその病原について
北海道農業試験場研究報告
115号 p. 123-131 (1976-11)
放牧草地の生態学的管理の研究 第4報
北海道農業試験場研究報告
116号 p. 1-11 (1976-11)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第5報
北海道農業試験場研究報告








116号 p. 35-42 (1976-11)
アルファルファの硬実率の系統間差異と硬実消去法
北海道農業試験場研究報告




116号 p. 55-62 (1976-11)
肉用牛の放牧と草地の管理 第5報
北海道農業試験場研究報告




116号 p. 73-94 (1976-11)
加工原料用ばれいしょ新品種「トヨシロ」について
北海道農業試験場研究報告
116号 p. 95-109 (1976-11)
放牧期間の延長 第7報
北海道農業試験場研究報告
116号 p. 111-119 (1976-11)
寒地における高収水稲のための窒素供給法 第1報
北海道農業試験場研究報告




116号 p. 139-155 (1976-11)
粗飼料の品質査定に関する研究 第5報
北海道農業試験場研究報告
117号 p. 1-9 (1977-3)
放牧期間の延長 第8報
北海道農業試験場研究報告




117号 p. 17-30 (1977-3)
寒地における高収水稲のための窒素供給法 第2報
北海道農業試験場研究報告
117号 p. 31-44 (1977-3)
草地雑草としてのコウリンタンポポについて
北海道農業試験場研究報告








118号 p. 1-8 (1977-3)
てん菜の苗立枯病に関する研究
北海道農業試験場研究報告
118号 p. 9-62 (1977-3)
寒地における高収水稲のための窒素供給法 第3報
北海道農業試験場研究報告
118号 p. 63-80 (1977-3)
北海道における牧草のミネラル組成 第1報
北海道農業試験場研究報告
118号 p. 81-92 (1977-3)
北海道における牧草のミネラル組成 第2報
北海道農業試験場研究報告




118号 p. 105-111 (1977-3)
ばれいしょ品種とでんぷん物性との関係
北海道農業試験場研究報告












119号 p. 21-55 (1977-10)
重粘性土壌に対する砂客土の効果 第1報
北海道農業試験場研究報告
119号 p. 57-71 (1977-10)
重粘性土壌に対する砂客土の効果 第2報
北海道農業試験場研究報告
119号 p. 73-93 (1977-10)
コンバイン稲わら処理法に関する研究
北海道農業試験場研究報告
119号 p. 95-107 (1977-10)
大豆品種のたんぱく質及び脂肪含量
北海道農業試験場研究報告
119号 p. 109-124 (1977-10)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第6報
北海道農業試験場研究報告
120号 p. 1-11 (1978-3)
肉用牛の放牧と草地の管理 第6報
北海道農業試験場研究報告




120号 p. 21-41 (1978-3)
大豆の子実生産に関する解析的研究 第4報
北海道農業試験場研究報告




120号 p. 51-74 (1978-3)
りんご枝組織を起源とするカルスの培養について
北海道農業試験場研究報告
120号 p. 75-86 (1978-3)
水稲新品種「キタヒカリ」について
北海道農業試験場研究報告












121号 p. 79-94 (1978-3)
北海道北東部における土壌塩基の状態 第1報
北海道農業試験場研究報告








122号 p. 13-54 (1978-3)
茎葉付たまねぎ収穫作業の機械化に関する研究
北海道農業試験場研究報告
122号 p. 55-85 (1978-3)
アスパラガス紫紋羽病の生態と防除に関する研究
北海道農業試験場研究報告
122号 p. 87-165 (1978-3)
畑作物の作付変動と価格反応
北海道農業試験場研究報告
122号 p. 167-189 (1978-3)
タマネギの物理的諸性質に関する研究
北海道農業試験場研究報告




123号 p. 17-77 (1978-12)
北海道北東部における土壌塩基の状態 第2報
北海道農業試験場研究報告
123号 p. 79-87 (1978-12)
北海道北東部における土壌塩基の状態 第3報
北海道農業試験場研究報告












123号 p. 127-145 (1978-12)
道内主要土壌のミネラル分布に関する研究
北海道農業試験場研究報告








124号 p. 81-94 (1979-3)
温室の総合設計による太陽エネルギーの利用(英文)
北海道農業試験場研究報告
124号 p. 95-109 (1979-3)
当場育成イネ科牧草品種の特性
北海道農業試験場研究報告
125号 p. 1-7 (1980-2)
種いも接種によるジャガイモ黒あし病の発生経過
北海道農業試験場研究報告
125号 p. 9-16 (1980-2)
罹病ジャガイモ上の黒あし病菌の推移
北海道農業試験場研究報告












125号 p. 77-84 (1980-2)
子牛の代償性成長に関する研究
北海道農業試験場研究報告




126号 p. 1-30 (1980-3)
十勝地方の畑作物の窒素利用 第1報
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 31-52 (1980-3)
土壌構造と孔隙組成との相互関係
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 53-68 (1980-3)
十勝畑土壌の水分状況の特徴に関する研究
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 69-85 (1980-3)
マメ類の生育阻害要因の解析法
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 87-103 (1980-3)
寒地におけるダイズの安全作期に関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 105-121 (1980-3)
高水分コムギの乾燥法と品質に関する研究
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 123-134 (1980-3)
マメ類収穫の機械化に関する研究
北海道農業試験場研究報告




126号 p. 149-162 (1980-3)
北海道における障害型冷害時の気象分布について
北海道農業試験場研究報告




127号 p. 11-30 (1980-3)
防風施設による冷害気象改善に関する研究
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 31-76 (1980-3)
用水路系における水温の統計的予測
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 77-85 (1980-3)
北海道における畑地かんがい施設の多目的利用
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 87-108 (1980-3)
プラスティック暗キョに関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 109-122 (1980-3)
プラスティック暗キョに関する研究 第2報
北海道農業試験場研究報告




127号 p. 135-160 (1980-3)
プラスチックハウスに関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 161-171 (1980-3)
塔型牧草乾燥施設による乾草生産
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 173-186 (1980-3)
ビッグ・ラウンド・ベーラの作業性能
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 187-211 (1980-3)
細断形ロードワゴンの性能に関する研究
北海道農業試験場研究報告








128号 p. 1-6 (1980-12)
ジャガイモ種いもの黒あし病菌による汚染調査
北海道農業試験場研究報告
128号 p. 7-11 (1980-12)
低温環境によるイネ品種のいもち病抵抗力の変動
北海道農業試験場研究報告
128号 p. 13-21 (1980-12)
ハッカ新品種「さやかぜ」の育成
北海道農業試験場研究報告
128号 p. 23-35 (1980-12)
断熱透過層利用ソーラグリーンハウスの研究
北海道農業試験場研究報告
128号 p. 37-139 (1980-12)
心土破砕の施行法と効果
北海道農業試験場研究報告
128号 p. 141-150 (1980-12)
北海道酪農の生産経済分析
北海道農業試験場研究報告
129号 p. 1～16 (1981―2)
密植・晩播によるトウモロコシ耐倒伏性の評価
北海道農業試験場研究報告




129号 p. 25～92 (1981―2)
テンサイの自殖因子利用による育種
北海道農業試験場研究報告








129号 p. 137～153 (1981―2)
バレイショでんぷん工場廃液の耕地還元 (2)
北海道農業試験場研究報告




130号 p. 1～20 (1981―3)
我が国の体系的土壌分類に関する研究
北海道農業試験場研究報告
130号 p. 21～98 (1981―3)
バレイショでんぷん工場廃液の耕地還元 (3)
北海道農業試験場研究報告
130号 p. 99～112 (1981―3)
寒地における畑作物の前後作特性に関する研究
北海道農業試験場研究報告
130号 p. 113～122 (1981―3)
うば牛による子牛の哺育に関する研究
北海道農業試験場研究報告
130号 p. 123～144 (1981―3)
メロン果実の化学成分と品質について
北海道農業試験場研究報告
130号 p. 145～152 (1981―3)
リンゴ培養カルスの耐凍性増大について
北海道農業試験場研究報告












131号 p. 95～110 (1981―3)
重粘性土壌における有機物の分解過程
北海道農業試験場研究報告




132号 p. 17～32 (1981―12)
寒地におけるダイズの安全作期に関する研究 (2)
北海道農業試験場研究報告




132号 p. 43～62 (1981―12)
テンサイ作における技術選択と経営組織対応
北海道農業試験場研究報告




132号 p. 87～93 (1981―12)
トウモロコシ自殖系統の育成方法に関する研究
北海道農業試験場研究報告




133号 p. 7～15 (1982―3)
十勝地方の畑作物の窒素利用 (2)
北海道農業試験場研究報告




133号 p. 31～60 (1982―3)
寒地水稲の計画栽培に関する解析的研究
北海道農業試験場研究報告
133号 p. 61～100 (1982―3)
テンサイの単胚性品種育成に関する育種学的研究
北海道農業試験場研究報告
134号 p. 1～37 (1982―3)
テンサイ群落の分光反射特性と収量推定
北海道農業試験場研究報告
134号 p. 39～54 (1982―3)
テンサイの栽植様式と収量
北海道農業試験場研究報告




134号 p. 89～126 (1982―3)
北海道産米の化学成分組成に関する研究
北海道農業試験場研究報告
134号 p. 127～132 (1982―3)
北海道産米の化学成分組成に関する研究 (2)
北海道農業試験場研究報告
134号 p. 133～138 (1982―3)
北海道産米の化学成分組成に関する研究 (3)
北海道農業試験場研究報告




























135号 p. 83～99 (1982―12)
トウモロコシ自殖系統の育成方法に関する研究 (2)
北海道農業試験場研究報告
136号 p. 1～14 (1983―3)
リンゴ培養カルスの液体窒素中での凍結保存
北海道農業試験場研究報告












136号 p. 41～51 (1983―3)
北海道東部における畑作経営の計画論的研究
北海道農業試験場研究報告
137号 p. 1～72 (1983―3)
Rhizoctonia solani AG 2‐2の菌株間にみられる菌
糸融合の顕微鏡観察
北海道農業試験場研究報告




137号 p. 81～106 (1983―3)
水田の畑転換による土壌理学性の変化
北海道農業試験場研究報告




138号 p. 1～14 (1983―11)
水田の畑転換による土壌の化学性の変化
北海道農業試験場研究報告
138号 p. 15～30 (1983―11)
採草地における液状きゅう肥の施用効果
北海道農業試験場研究報告
138号 p. 31～49 (1983―11)
傾斜草地におけるサイレージ収穫作業効率
北海道農業試験場研究報告
138号 p. 51～62 (1983―11)
十勝畑作経営における土壌条件と作物編成
北海道農業試験場研究報告





















139号 p. 73～144 (1984―3)
テンサイ葉腐病に関する研究
北海道農業試験場研究報告




140号 p. 1～11 (1984―3)
ヘレフォード種母牛の発育特性と子牛生産性
北海道農業試験場研究報告
140号 p. 13～22 (1984―3)
重粘性土壌の易耕性要因に及ぼす石灰施用の影響
北海道農業試験場研究報告












140号 p. 103～176 (1984―3)
春まきタマネギの貯蔵に関する研究 (1)
北海道農業試験場研究報告
141号 p. 1～16 (1985―1)
春まきタマネギの貯蔵に関する研究 (2)
北海道農業試験場研究報告




141号 p. 29～41 (1985―1)
ナシ新品種「北甘」について
北海道農業試験場研究報告




















141号 p. 107～116 (1985―1)
北海道農業試験場研究報告
畑作物の栽植条件の不均一性に関する研究 (2)




141号 p. 127～145 (1985―1)
Rhizoctonia solani第2群第2型の融合親和性
北海道農業試験場研究報告
142号 p. 1～7 (1985―3)
北海道産米の化学成分組成に関する研究 (4)
北海道農業試験場研究報告




















143号 p. 23～48 (1985―3)
エンバク新品種「アキユタカ」について
北海道農業試験場研究報告




















143号 p. 105～114 (1985―3)
牧草生産力に関する種・品種生態 (1)
北海道農業試験場研究報告








143号 p. 137～148 (1985―3)
トウモロコシ自殖系統の育成方法に関する研究 (3)
北海道農業試験場研究報告




143号 p. 159～166 (1985―3)
アルファルファのノーキュライド種子の保蔵温度
北海道農業試験場研究報告








143号 p. 187～200 (1985―3)
アンモニア処理による麦わらの飼料価値の向上
北海道農業試験場研究報告
143号 p. 201～213 (1985―3)
アンモニア処理による乾草調製貯蔵法
北海道農業試験場研究報告








144号 p. 1～8 (1985―9)
春まきタマネギの貯蔵に関する研究 (3)
北海道農業試験場研究報告
144号 p. 9～30 (1985―9)
春まきタマネギの貯蔵に関する研究 (4)
北海道農業試験場研究報告








144号 p. 63～76 (1985―9)
北海道の最近の水稲品種及び系統の食味特性の評価
北海道農業試験場研究報告








145号 p. 13～29 (1986―11)
転換畑土壌の通気性と作物の生育
北海道農業試験場研究報告
















146号 p. 89～143 (1986―12)
乳牛の血清フェリチン量に関する研究
北海道農業試験場研究報告












147号 p. 135-146 (1987-3)
チモシー斑点病の発病機構に関する研究
北海道農業試験場研究報告




148号 p. 57-64 (1987-3)
北海道のウリ科作物から分離された3種のウイルス:
北海道農業試験場研究報告
148号 p. 65-73 (1987-3)
メロンえそ斑点病の防除方法
北海道農業試験場研究報告




148号 p. 85-94 (1987-3)
春まきタマネギの貯蔵に関する研究(5):
北海道農業試験場研究報告
148号 p. 95-105 (1987-3)
タマネギ新品種「ツキヒカリ」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
148号 p. 107-129 (1987-3)
タマネギ新親系統「OPP-1」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
148号 p. 131-138 (1987-3)
重粘性土壌における簡易耕の導入
北海道農業試験場研究報告




























149号 p. 57-91 (1988-1)
畑作農家の構造変化と作物共済による収益安定化
北海道農業試験場研究報告
149号 p. 93-120 (1988-1)
土地の豊度と農家の経済行動
北海道農業試験場研究報告




150号 p. 1-9 (1988-3)
十勝畑作地域における大型農用機械の利用実態分析
北海道農業試験場研究報告




150号 p. 33-43 (1988-3)
ナシ品種「北豊」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
























151号 p. 27-76 (1989-2)
リンゴ樹における1年生枝の生育と耐凍性との関係
北海道農業試験場研究報告












152号 p. 33-89 (1989-3)
雪腐小粒菌核病菌の種生態学的研究
北海道農業試験場研究報告
152号 p. 91-162 (1989-3)
タマネギ作付・供給行動の計量分析
北海道農業試験場研究報告


















153号 p. 53-68 (1990-1)
テンサイ炭そ病に関する研究
北海道農業試験場研究報告




154号 p. 53-63 (1990-12)
BLUP法による育種価の評価
北海道農業試験場研究報告
154号 p. 65-82 (1990-12)
重粘性土壌畑における廐肥施用と土壌動物の変動
北海道農業試験場研究報告












155号 p. 1-47 (1991-3)
テンサイ品種「モノパール」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
155号 p. 49-64 (1991-3)
テンサイ品種「モノホマレ」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
155号 p. 65-80 (1991-3)
テンサイ品種「モノホワイト」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告




155号 p. 101-117 (1991-3)
北海道水稲品種の収量安定性に関する一考察
北海道農業試験場研究報告
155号 p. 119-127 (1991-3)
緯度差を利用した秋播コムギの世代促進法
北海道農業試験場研究報告
155号 p. 129-144 (1991-3)
アスパラガス培養体の超低温保存
北海道農業試験場研究報告
156号 p. 1-37 (1991-10)
春まきタマネギの貯蔵性向上に関する基礎的研究
北海道農業試験場研究報告












157号 p. 1-23 (1992-3)
えん麦新品種「アキワセ」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
157号 p. 25-53 (1992-3)
灰色台地土草地における潅水とその肥培管理
北海道農業試験場研究報告
157号 p. 55-76 (1992-3)
牛の音声の物理的特徴とその識別の可能性
北海道農業試験場研究報告




158号 p. 13-20 (1993-3)
牛群内乳量改良速度の解析とその向上に対する検討
北海道農業試験場研究報告
158号 p. 21-30 (1993-3)
乳用種雄牛の牛群内経済評価法
北海道農業試験場研究報告
158号 p. 31-38 (1993-3)
作付行動と持続的土地利用の経済分析
北海道農業試験場研究報告
158号 p. 39-56 (1993-3)
主要国育成のアスパラガス品種の特性
北海道農業試験場研究報告




158号 p. 67-76 (1993-3)
ソバ品種「キタワセソバ」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
159号 p. 1-10 (1994-3)
ソバ品種「キタユキ」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告









159号 p. 39-47 (1994-3)
えん麦新品種「ヒダカ」について
北海道農業試験場研究報告
159号 p. 49-58 (1994-3)
初冬播きした春播コムギの越冬性及び低温発芽機構
北海道農業試験場研究報告




159号 p. 67-72 (1994-3)
ニンジンサイレージの調製と飼料価値
北海道農業試験場研究報告
159号 p. 73-85 (1994-3)
新アンモニア処理システムの経営分析
北海道農業試験場研究報告




160号 p. 1-63 (1995-3)
コムギの耐凍性に及ぼす生育条件の影響
北海道農業試験場研究報告
















161号 p. 33-45 (1995-3)
草地利用法の変換による植生制御
北海道農業試験場研究報告




161号 p. 57-66 (1995-3)
Cylindrocladium floridanum Sobers and Seymour
に起因するアルファルファの黒あし病(新称)
北海道農業試験場研究報告

























164号 p. 7-47 (1996-12)
タマネギの新品種「ツキサップ」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告




164号 p. 61-72 (1996-12)
ニンジンの長期貯蔵における生理的変化の解明
北海道農業試験場研究報告
164号 p. 73-85 (1996-12)
迅速な出生前ウシ胎子の性判別法
北海道農業試験場研究報告




165号 p. 1-68 (1997-3)
テンサイ新品種「マイティ」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告












167号 p. 1-68 (1998-12)
北海道におけるコナガの発生生態
北海道農業試験場研究報告








168号 p. 35-45 (1999-1)
タマネギの新品種「トヨヒラ」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
168号 p. 47-57 (1999-1)
えん麦の新品種「冠」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
169号 p. 1-14 (1999-3)
土壌面蒸発と表層土壌水分量に関する実証的研究
北海道農業試験場研究報告














170号 p. 9-43 (1999-3)
アカクローバ品種「タイセツ」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
171号 p. 1-15 (2000-3)
アカクローバ品種「ホクセキ」の育成とその特性
北海道農業試験場研究報告
171号 p. 17-32 (2000-3)
テンサイの蕾からの植物体再分化
北海道農業試験場研究報告
171号 p. 33-42 (2000-3)
リンゴの果台の長さと果実形質との関係
北海道農業試験場研究報告
172号 p. 1-27 (2000-3)
企業的農家の経営行動と経営計画支援
北海道農業試験場研究報告




















1号 p. 1-11 (1903.3)
明治35年農事試験成績
北海道農事試験場報告
1号 p. 13-70 (1903.3)
農作物病害に関する調査及び試験成績
北海道農事試験場報告
1号 p. 73-117 (1903.3)
麦類黒穂病予防試験成績
北海道農事試験場報告
2号 p. 1-21 (1906.3)
黍黒穂病予防試験成績
北海道農事試験場報告
2号 p. 22-28 (1906.3)
馬鈴薯疫病予防試験成績
北海道農事試験場報告
2号 p. 29-34 (1906.3)
大豆莢蠧虫害対播種期節試験成績
北海道農事試験場報告
2号 p. 35-37 (1906.3)
麦類銹病の種類
北海道農事試験場報告
2号 p. 38-46 (1906.3)
亜麻立枯病
北海道農事試験場報告
2号 p. 47-52 (1906.3)
苹果樹の葉蜂
北海道農事試験場報告
2号 p. 53-55 (1906.3)
甜菜に関する試験
北海道農事試験場報告
3号 p. 1-23 (1908.3)
窒素肥料肥効比較試験
北海道農事試験場報告
3号 p. 24-30 (1908.3)
燐酸肥料肥効比較試験
北海道農事試験場報告
3号 p. 31-37 (1908.3)
智利硝石及び硫酸安母尼亜分施試験
北海道農事試験場報告
3号 p. 38-43 (1908.3)
脂肪含有量を異にする鰊粕肥効比較試験
北海道農事試験場報告
3号 p. 44-48 (1908.3)
各種海産肥料肥効比較試験
北海道農事試験場報告
3号 p. 49-57 (1908.3)
緑肥肥効比較試験
北海道農事試験場報告
3号 p. 58-67 (1908.3)
北海道農事試験場附属模範農場事業成績
北海道農事試験場報告
4号 p. 1-70 (1911.12)
酸性土壌に関する試験及び調査成績
北海道農事試験場報告
5号 p. 1-151 (1915.5)
苹果果蠧虫の防除に関する試験及び調査成績
北海道農事試験場報告
6号 p. 1-37 (1916.3)
苹果牡蠣介殻虫に関する試験及び調査成績
北海道農事試験場報告
6号 p. 38-78 (1916.3)
小豆の特性調査並びに交配試験成績
北海道農事試験場報告
7号 p. 1-181 (1917.3)
菜豆に関する試験及び調査成績
北海道農事試験場報告
8号 p. 1-107 (1919.3)
本邦産草蜻蛉科に関する研究
北海道農事試験場報告
9号 p. 1-76 (1919.3)
大豆の特性に関する調査及び試験成績
北海道農事試験場報告
10号 p. 1-100 (1919.9)
農作物病害並びに雑草に関する調査及び試験成績
北海道農事試験場報告
11号 p. 1-59 (1921.8)
害益虫飼育試験成績
北海道農事試験場報告
12号 p. 1-85 (1923.10)
豌豆品種の特性に関する調査及び試験成績
北海道農事試験場報告
13号 p. 1-89 (1923.10)
本道に於ける豌豆栽培に関する調査及び試験成績
北海道農事試験場報告
13号 p. 90-135 (1923.10)
蚕品種試験成績
北海道農事試験場報告
14号 p. 1-39 (1924.3)
野桑培養桑給与比較試験成績
北海道農事試験場報告
14号 p. 41-89 (1924.3)
春蚕掃立時期試験成績
北海道農事試験場報告
14号 p. 91-107 (1924.3)
夏秋蚕生種黒種比較試験成績
北海道農事試験場報告
14号 p. 109-118 (1924.3)
水田用水量に関する調査
北海道農事試験場報告
15号 p. 1-36 (1924.3)
水稲の養分吸収に関する調査
北海道農事試験場報告
15号 p. 37-48 (1924.3)
北海道に於ける桑葉の成分に関する調査
北海道農事試験場報告




16号 p. 1-168 (1924.3)
キビクビレアブラムシに関する調査
北海道農事試験場報告
17号 p. 1-49 (1926.7)
ジャガイモヒゲナガアブラムシに関する調査
北海道農事試験場報告
17号 p. 51-83 (1926.7)
春蚕飼育法に関する試験成績
北海道農事試験場報告
18号 p. 1-17 (1927.3)
蚕種複製に関する調査
北海道農事試験場報告
18号 p. 19-44 (1927.3)
桑の品種に関する調査
北海道農事試験場報告
19号 p. 1-86 (1927.3)
裁桑に関する試験
北海道農事試験場報告
20号 p. 1-40 (1927.12)
春蚕一代雑種比較試験
北海道農事試験場報告
20号 p. 41-91 (1927.12)
第1分冊 亜麻生育に関する調査(第1報)
北海道農事試験場報告
21号 p. 1-40 (1928.3)
第2分冊 ペルノー一号 p.育成成績
北海道農事試験場報告
21号 p. 1-49 (1928.3)
二化性螟虫防除の一策として稲藁処分に関する考察
北海道農事試験場報告
22号 p. 1-24 (1928.8)
二硫化炭素燻蒸の米麦品質に及ぼす影響
北海道農事試験場報告
22号 p. 25-56 (1928.8)
北海道に於ける主要園芸 虫類
北海道農事試験場報告
23号 p. 1-163 (1929.10)
オホワタカイガラモドキに関する調査
北海道農事試験場報告




24号 p. 35-84 (1930.1)
薬剤撒布による夜盗虫防除効果の一例
北海道農事試験場報告
24号 p. 85-95 (1930.1)
アハノメイガに関する研究
北海道農事試験場報告
25号 p. 1-140 (1930.3)
農園芸害虫としての日本産ノメイガ亜科に就きて
北海道農事試験場報告
25号 p. 141-181 (1930.3)
蚕卵の貯蔵保護に関する試験成績 第1報
北海道農事試験場報告
26号 p. 1-44 (1931.3)
豌豆種子斑点病に関する調査
北海道農事試験場報告
26号 p. 45-59 (1930.3)
稲馬鹿苗病に関する研究
北海道農事試験場報告
27号 p. 1-94 (1931.12)
水稲主要病害第1次発生とその総合防除法
北海道農事試験場報告
28号 p. 1-204 (1932.12)
稲泥負虫に関する研究 第1報
北海道農事試験場報告
29号 p. 1-71 (1932.12)
稲泥負虫に関する研究 第2報
北海道農事試験場報告
29号 p. 73-96 (1932.12)
稲泥負虫に関する研究 第3報
北海道農事試験場報告
29号 p. 97-130 (1932.12)
亜麻の栽培に関する試験及び調査成績
北海道農事試験場報告
30号 p. 1-233 (1933.3)
紅変米に関する研究
北海道農事試験場報告
31号 p. 1-84 (1934.3)
洋梨胴枯病に関する研究
北海道農事試験場報告
31号 p. 85-122 (1934.3)
須具利ウドンコ病に就きて
北海道農事試験場報告
31号 p. 123-139 (1934.3)
土壌酸性矯正用石灰岩の粉末度に就て
北海道農事試験場報告




32号 p. 21-74 (1935.1)
稲泥負虫に関する研究 第4報
北海道農事試験場報告
33号 p. 1-80 (1935.2)
北農式簡易土壌反応測定装置
北海道農事試験場報告
34号 p. 1-41 (1935.4)
北海道に於ける豌豆象虫と其の防除法 第1報
北海道農事試験場報告
34号 p. 43-59 (1935.4)
北海道に於ける再墾用洋犂に関する調査成績
北海道農事試験場報告
35号 p. 1-53 (1935.9)
黒蝕米の分布並びに発病と気温との関係に就きて
北海道農事試験場報告
36号 p. 1-52 (1936.9)
北海道に於ける小豆褐紋病に関する調査
北海道農事試験場報告
36号 p. 53-77 (1936.3)
稲泥負虫に関する研究 第5報
北海道農事試験場報告
37号 p. 1-42 (1936.3)
稲泥負虫に関する研究 第6報
北海道農事試験場報告




38号 p. 1-87 (1937.12)
十勝岳爆発流泥に関する調査成績
北海道農事試験場報告




40号 p. 1-17 (1943.12)
薄荷草の腺鱗に関する調査
北海道農業試験場報告
40号 p. 19-32 (1943.12)
経営試験農場成績の分析比較
北海道農業試験場報告
41号 p. 1-71 (1944.3)
北海道産笹類の家畜栄養学的研究
北海道農業試験場報告





43号 p. 1-46 (1949.9)
火山性地土性調査法と北海道に於ける火山性土壌
北海道農業試験場報告
44号 p. 1-93 (1951.11)
蜂による赤クローバーの授精に関する研究
北海道農業試験場報告
45号 p. 1-33 (1952.12)
北海道に於ける稲作害虫とその防除
北海道農業試験場報告
46号 p. 1-106 (1954.2)
麦類雪腐病に関する研究
北海道農業試験場報告
47号 p. 1-234 (1955.3)
大豆線虫の形態並びに生態に関する研究
北海道農業試験場報告
48号 p. 1-64 (1955.3)
馬鈴薯Xモザイク病に関する研究
北海道農業試験場報告
49号 p. 1-76 (1956.10)
牧野における家畜寄生フタトゲチマダニに関する研 北海道農業試験場報告
究 50号 p. 1-99 (1958.3)
甜菜の有害性窒素に関する研究
北海道農業試験場報告
51号 p. 1-110 (1959.2)
草サイレージの調整に関する研究
北海道農業試験場報告
52号 p. 1-83 (1959.9)
馬鈴薯Xウイルスに関する研究
北海道農業試験場報告
53号 p. 1-159 (1959.12)
Physiological Studies on the Pollination of the
gemus Cucurbita with Special Reference to the
fertilizing power of pollen and Auther Dehiscence
北海道農業試験場報告
54号 p. 1-74 (1960.3)
北海道におけるいもち病発生環境の解析的研究
北海道農業試験場報告
55号 p. 1-58 (1961.7)
Studies on the Soybean Cyst
Nematode,Heterodera lycines
北海道農業試験場報告
56号 p. 1-80 (1961.12)
馬鈴薯疫病菌の培養に関する栄養生理学的研究
北海道農業試験場報告




58号 p. 1-58 (1962.3)
受光条件を中心としたてん菜の光合成に関する研究
北海道農業試験場報告




60号 p. 1-71 (1963.3)
好熱性細菌によるセルローズ分解に関する研究
北海道農業試験場報告




62号 p. 1-194 (1963.10)
Statistical Genetics Body Weight and Body Size
Measured at Different Months of Age in Corriedale
Lambs in Japan
北海道農業試験場報告
63号 p. 1-80 (1963.12)
水田水温の物理的研究
北海道農業試験場報告
















68号 p. 1-92 (1965.3)
Structure of Foraging Population and Related
Problems in the Honeybee,with Considerations on
the Division of Labour in Bee Colonies
北海道農業試験場報告
69号 p. 1-65 (1966.8)
コーンサイレージの品質改善と評価法に関する研究
北海道農業試験場報告




71号 p. 1-118 (1968.2)
Studies on the Variability and Correlation of
Characters in the Genus Avena in Relation to Plant
Breeding
北海道農業試験場報告
72号 p. 1-129 (1968.11)
いもち病耐病性の高度化に関する研究
北海道農業試験場報告
73号 p. 1-61 (1968.11)
北海道畑作中心地帯における輪作、特に前後作組合 北海道農業試験場報告
わせ様式に関する研究 74号 p. 1-158 (1969.3)
ばれいしょ品種の疫病抵抗性に関する研究
北海道農業試験場報告
75号 p. 1-87 (1969.3)
緑肥の分解に伴う畑作物の生育障害に関する研究
北海道農業試験場報告
76号 p. 1-62 (1969.10)
自然草地の改良と牧養力の向上に関する研究
北海道農業試験場報告
77号 p. 1-144 (1970.3)
無袋果実の形質に関する研究
北海道農業試験場報告
78号 p. 1-22 (1971.3)
水稲の多収品種育成よりみた主要形質の変遷
北海道農業試験場報告








101号 p. 51-121 (1972-3)
永年牧草地の特性と管理 第7報
北海道農業試験場研究報告
101号 p. 123-136 (1972-3)
インゲン菌核病菌子のう胞子の飛散 第1報
北海道農業試験場研究報告
101号 p. 137-151 (1972-3)
豚脂の性状と飼料条件との関係に関する解析的研究
北海道農業試験場研究報告
102号 p. 1-59 (1972-7)
インゲン菌核病菌子のう胞子の飛散 第2報
北海道農業試験場研究報告
102号 p. 61-68 (1972-7)
インゲン菌核病菌子のう胞子の飛散 第3報
北海道農業試験場研究報告
102号 p. 69-82 (1972-7)
北海道に発生するクローバハダニの3発生型につい 北海道農業試験場研究報告








102号 p. 105-115 (1972-7)
放牧期間の延長 第3報
北海道農業試験場研究報告








103号 p. 1-22 (1972-11)
肉用牛の放牧と草地の管理 第2報
北海道農業試験場研究報告
103号 p. 23-30 (1972-11)
肉用牛の放牧と草地の管理 第3報
北海道農業試験場研究報告








103号 p. 57-68 (1972-11)
粒状除草剤用の散粒機の試作と性能試験
北海道農業試験場研究報告
103号 p. 69-75 (1972-11)
積雪寒冷地帯の永年放牧地に関する生態学的研究
北海道農業試験場研究報告




104号 p. 1-18 (1973-3)
北海道農業試験場研究報告
放牧期間の延長 第4報
104号 p. 19-32 (1973-3)
放牧草地の施肥管理と家畜の行動 第1報
北海道農業試験場研究報告
104号 p. 33-42 (1973-3)
草地における放牧牛のわらび採食 第2報
北海道農業試験場研究報告
104号 p. 43-64 (1973-3)
草地における放牧牛のわらび採食 第3報
北海道農業試験場研究報告




104号 p. 83-107 (1973-3)
リモートセンシングによる草地植生の判読 第2報
北海道農業試験場研究報告
















105号 p. 9-22 (1973-3)
フキの天ぐ巣病について
北海道農業試験場研究報告




105号 p. 31-49 (1973-3)
放牧草地の生態学的管理の研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
105号 p. 51-60 (1973-3)
放牧草地の生態学的管理の研究 第2報
北海道農業試験場研究報告
105号 p. 61-73 (1973-3)
Off-road Locomotionの走行性について 第1報
北海道農業試験場研究報告
105号 p. 75-91 (1973-3)
フォレージ・ハーベスタの利用に関する研究
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 1-18 (1973-12)
草地の融雪促進に関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 19-36 (1973-12)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 37-53 (1973-12)
北海道における肉用牛の屋外周年飼育 第1報
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 55-67 (1973-12)
放牧期間の延長 第5報
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 69-77 (1973-12)
放牧強度が草地生産と育成牛の発育に与える影響
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 79-107 (1973-12)
牧草に対する秋施肥に関する研究
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 109-123 (1973-12)
えんばくの散播栽培に関する研究
北海道農業試験場研究報告
106号 p. 125-135 (1973-12)
ジャガイモ萎黄病タイプⅢの塊茎伝染について
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 1-7 (1974-3)
ニンジン萎黄病の研究
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 9-16 (1974-3)
放牧草地の施肥管理と家畜の行動 第2報
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 17-25 (1974-3)
草地における放牧牛のワラビ採食 第4報
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 27-34 (1974-3)
肉用牛の放牧と草地の管理 第4報
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 35-43 (1974-3)
晩秋用放牧草地の栄養価と育成牛の発育
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 45-62 (1974-3)
牧草地に対する秋施肥に関する研究 第2報
北海道農業試験場研究報告




107号 p. 73-78 (1974-3)
北海道農業試験場彙報文献記事索引
北海道農業試験場研究報告
107号 p. 79-143 (1974-3)
ばれいしょ塊茎の疫病抵抗性品種育成方法について
北海道農業試験場研究報告
108号 p. 1-17 (1974-3)
大豆の子実生産に関する解析的研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
108号 p. 19-31 (1974-3)
大豆の子実生産に関する解析的研究 第2報
北海道農業試験場研究報告








108号 p. 55-63 (1974-3)
永年放牧草地の特徴と管理 第8報
北海道農業試験場研究報告
108号 p. 65-74 (1974-3)
牧草育成牛のサマースランプの要因について
北海道農業試験場研究報告




















109号 p. 19-26 (1974-12)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第2報
北海道農業試験場研究報告
109号 p. 27-47 (1974-12)
北海道における肉用牛の屋外周年飼育 第2報
北海道農業試験場研究報告
109号 p. 49-59 (1974-12)
リモートセンシングによる草地植生の判読 第3報
北海道農業試験場研究報告
109号 p. 61-71 (1974-12)
リモートセンシングによる草地植生の判読 第4報
北海道農業試験場研究報告




109号 p. 87-96 (1974-12)
イチゴのウイルス病に関する研究
北海道農業試験場研究報告
109号 p. 97-105 (1974-12)
パセリ萎黄病及びセルリー黄化症状について
北海道農業試験場研究報告












110号 p. 1-24 (1975-1)
てん菜の葉根収量に及ぼす雑草の影響
北海道農業試験場研究報告
110号 p. 25-34 (1975-1)
粗飼料の品質査定に関する研究 第2報
北海道農業試験場研究報告




110号 p. 45-58 (1975-1)
哺乳子牛の放牧と離乳 第1報
北海道農業試験場研究報告








110号 p. 81-95 (1975-1)
とうもろこし新品種「ホクユウ」について
北海道農業試験場研究報告




111号 p. 1-10 (1975-7)
タマネギの種子重及び発芽速度
北海道農業試験場研究報告








111号 p. 37-78 (1975-7)
粗飼料の品質査定に関する研究 第3報
北海道農業試験場研究報告
















111号 p. 119-124 (1975-7)
放牧草地の生態学的管理の研究 第3報
北海道農業試験場研究報告
111号 p. 125-142 (1975-7)
アカクローバ茎割病抵抗性に関する研究
北海道農業試験場研究報告




112号 p. 1-74 (1975-10)
畑作物の裁植条件の不均一性に関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
112号 p. 75-99 (1975-10)
哺乳雄子牛の放牧と離乳 第2報
北海道農業試験場研究報告
112号 p. 101-110 (1975-10)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第3報
北海道農業試験場研究報告
112号 p. 111-137 (1975-10)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第4報
北海道農業試験場研究報告












113号 p. 1-43 (1976-3)
はっか新品種「わせなみ」の育成
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 45-66 (1976-3)
粗飼料の品質査定に関する研究 第4報
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 67-78 (1976-3)
シロモンヤガの産卵と食草選択
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 79-85 (1976-3)
シロモンヤガの越冬生態
北海道農業試験場研究報告




113号 p. 95-107 (1976-3)
草地の融雪促進に関する研究 第2報
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 109-125 (1976-3)
ばれいしょのファイトアレキシンの抽出法について
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 127-136 (1976-3)
放牧期間の延長 第6報
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 137-150 (1976-3)
放牧草地の施肥管理と採食行動 第3報
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 151-157 (1976-3)
ホールクロップ飼料の開発に関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告




113号 p. 189-206 (1976-3)
えん麦新品種「モイワ」について
北海道農業試験場研究報告
113号 p. 207-222 (1976-3)
大豆の収量とその関連形質に及ぼす窒素栄養の意義
北海道農業試験場研究報告








114号 p. 119-138 (1976-3)
草地利用についての土地アセスメント 第1報
北海道農業試験場研究報告
114号 p. 139-154 (1976-3)
リモートセンシングによる草地植生の判読 第5報
北海道農業試験場研究報告
















115号 p. 1-111 (1976-11)
大豆の子実生産に関する解析的研究 第3報
北海道農業試験場研究報告
115号 p. 113ー121 (1976-11)
てん菜そう根病の発病生態とその病原について
北海道農業試験場研究報告
115号 p. 123-131 (1976-11)
放牧草地の生態学的管理の研究 第4報
北海道農業試験場研究報告
116号 p. 1-11 (1976-11)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第5報
北海道農業試験場研究報告








116号 p. 35-42 (1976-11)
アルファルファの硬実率の系統間差異と硬実消去法
北海道農業試験場研究報告




116号 p. 55-62 (1976-11)
肉用牛の放牧と草地の管理 第5報
北海道農業試験場研究報告




116号 p. 73-94 (1976-11)
加工原料用ばれいしょ新品種「トヨシロ」について
北海道農業試験場研究報告
116号 p. 95-109 (1976-11)
放牧期間の延長 第7報
北海道農業試験場研究報告
116号 p. 111-119 (1976-11)
寒地における高収水稲のための窒素供給法 第1報
北海道農業試験場研究報告




116号 p. 139-155 (1976-11)
粗飼料の品質査定に関する研究 第5報
北海道農業試験場研究報告
117号 p. 1-9 (1977-3)
放牧期間の延長 第8報
北海道農業試験場研究報告




117号 p. 17-30 (1977-3)
寒地における高収水稲のための窒素供給法 第2報
北海道農業試験場研究報告
117号 p. 31-44 (1977-3)
草地雑草としてのコウリンタンポポについて
北海道農業試験場研究報告








118号 p. 1-8 (1977-3)
てん菜の苗立枯病に関する研究
北海道農業試験場研究報告
118号 p. 9-62 (1977-3)
寒地における高収水稲のための窒素供給法 第3報
北海道農業試験場研究報告
118号 p. 63-80 (1977-3)
北海道における牧草のミネラル組成 第1報
北海道農業試験場研究報告
118号 p. 81-92 (1977-3)
北海道における牧草のミネラル組成 第2報
北海道農業試験場研究報告




118号 p. 105-111 (1977-3)
ばれいしょ品種とでんぷん物性との関係
北海道農業試験場研究報告












119号 p. 21-55 (1977-10)
重粘性土壌に対する砂客土の効果 第1報
北海道農業試験場研究報告
119号 p. 57-71 (1977-10)
重粘性土壌に対する砂客土の効果 第2報
北海道農業試験場研究報告
119号 p. 73-93 (1977-10)
コンバイン稲わら処理法に関する研究
北海道農業試験場研究報告
119号 p. 95-107 (1977-10)
大豆品種のたんぱく質及び脂肪含量
北海道農業試験場研究報告
119号 p. 109-124 (1977-10)
遷移平衡に基づく草地景観管理の研究 第6報
北海道農業試験場研究報告
120号 p. 1-11 (1978-3)
肉用牛の放牧と草地の管理 第6報
北海道農業試験場研究報告




120号 p. 21-41 (1978-3)
大豆の子実生産に関する解析的研究 第4報
北海道農業試験場研究報告




120号 p. 51-74 (1978-3)
りんご枝組織を起源とするカルスの培養について
北海道農業試験場研究報告
120号 p. 75-86 (1978-3)
水稲新品種「キタヒカリ」について
北海道農業試験場研究報告












121号 p. 79-94 (1978-3)
北海道北東部における土壌塩基の状態 第1報
北海道農業試験場研究報告








122号 p. 13-54 (1978-3)
茎葉付たまねぎ収穫作業の機械化に関する研究
北海道農業試験場研究報告
122号 p. 55-85 (1978-3)
アスパラガス紫紋羽病の生態と防除に関する研究
北海道農業試験場研究報告
122号 p. 87-165 (1978-3)
畑作物の作付変動と価格反応
北海道農業試験場研究報告
122号 p. 167-189 (1978-3)
タマネギの物理的諸性質に関する研究
北海道農業試験場研究報告




123号 p. 17-77 (1978-12)
北海道北東部における土壌塩基の状態 第2報
北海道農業試験場研究報告
123号 p. 79-87 (1978-12)
北海道北東部における土壌塩基の状態 第3報
北海道農業試験場研究報告












123号 p. 127-145 (1978-12)
道内主要土壌のミネラル分布に関する研究
北海道農業試験場研究報告








124号 p. 81-94 (1979-3)
温室の総合設計による太陽エネルギーの利用(英文)
北海道農業試験場研究報告
124号 p. 95-109 (1979-3)
当場育成イネ科牧草品種の特性
北海道農業試験場研究報告
125号 p. 1-7 (1980-2)
種いも接種によるジャガイモ黒あし病の発生経過
北海道農業試験場研究報告
125号 p. 9-16 (1980-2)
罹病ジャガイモ上の黒あし病菌の推移
北海道農業試験場研究報告












125号 p. 77-84 (1980-2)
子牛の代償性成長に関する研究
北海道農業試験場研究報告




126号 p. 1-30 (1980-3)
十勝地方の畑作物の窒素利用 第1報
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 31-52 (1980-3)
土壌構造と孔隙組成との相互関係
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 53-68 (1980-3)
十勝畑土壌の水分状況の特徴に関する研究
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 69-85 (1980-3)
マメ類の生育阻害要因の解析法
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 87-103 (1980-3)
寒地におけるダイズの安全作期に関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 105-121 (1980-3)
高水分コムギの乾燥法と品質に関する研究
北海道農業試験場研究報告
126号 p. 123-134 (1980-3)
マメ類収穫の機械化に関する研究
北海道農業試験場研究報告




126号 p. 149-162 (1980-3)
北海道における障害型冷害時の気象分布について
北海道農業試験場研究報告




127号 p. 11-30 (1980-3)
防風施設による冷害気象改善に関する研究
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 31-76 (1980-3)
用水路系における水温の統計的予測
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 77-85 (1980-3)
北海道における畑地かんがい施設の多目的利用
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 87-108 (1980-3)
プラスティック暗キョに関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 109-122 (1980-3)
プラスティック暗キョに関する研究 第2報
北海道農業試験場研究報告




127号 p. 135-160 (1980-3)
プラスチックハウスに関する研究 第1報
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 161-171 (1980-3)
塔型牧草乾燥施設による乾草生産
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 173-186 (1980-3)
ビッグ・ラウンド・ベーラの作業性能
北海道農業試験場研究報告
127号 p. 187-211 (1980-3)
細断形ロードワゴンの性能に関する研究
北海道農業試験場研究報告








128号 p. 1-6 (1980-12)
ジャガイモ種いもの黒あし病菌による汚染調査
北海道農業試験場研究報告
128号 p. 7-11 (1980-12)
低温環境によるイネ品種のいもち病抵抗力の変動
北海道農業試験場研究報告
128号 p. 13-21 (1980-12)
ハッカ新品種「さやかぜ」の育成
北海道農業試験場研究報告
128号 p. 23-35 (1980-12)
断熱透過層利用ソーラグリーンハウスの研究
北海道農業試験場研究報告
128号 p. 37-139 (1980-12)
心土破砕の施行法と効果
北海道農業試験場研究報告
128号 p. 141-150 (1980-12)
